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「こどものまち」の運営と課題 
 
 
⼤⻄宏治（富⼭⼤学⼈⽂学部） 
 
1. こどものまちの意義 
 
（１）問題の所在 
 ⼦どもたちはかつて、遊びや近所づきあいといった⽣活体験から地域を運営する仕
組みを知ったり、商店街を体験する中で経済が循環するということを体験的に知るこ
とができた。さらに⾝近な町内会といった狭いテリトリーで異年齢集団を形成する中、
遊び⽂化を伝承したり、社会の仕組みを年上の⼦どもたちから学んでいた。しかしな
がら、現在では少⼦⾼齢化が進み、⼦どもの絶対数が減少したために、⾝近な地域で
放課後、⼦どもたちが集い、地域社会を体験しながら遊ぶ機会は失われた（⼤⻄，1998）。
また、⼦どもたちの⽣育環境に対する保護者の持つ安全志向の⾼まりが、⼦どもたち
の⽣活活動を屋内化させ、放課後等の⾃由な時間も、友達同⼠が⾃然と出会える空間
での活動が⾒られなくなっていった（⼤⻄，2007）。 
 さらに⼦どもたちの⽣活は商品経済化し、それぞれの家庭にはテレビゲーム、ビデ
オゲームが⼊り込み、⼦どもたちの持つ余暇時間のかなりの部分をそれらの遊びで消
費するようになった。また、スイミングスクールや⾳楽教室、学習塾などの習い事が
⼦どもたちの⽣活時間に⼊り込み、家から遠く離れたところで⼀定の時間を過ごすよ
うになってきた。その結果、⼦どもたちは⾝近な地域で時間を過ごすことができなく
なった。 
 以上のような多様な要因から、⼦どもたちは⾝近な地域を通じて社会の仕組みを体
験したり考えたりする機会が失われていった。将来、社会の仕組みを意識して地域コ
ミュニティを運営することができるように彼らが育つのか、不安を持つ⼈たちも少な
くない。 
 そのような中、⼦どもに社会を体験させるユニークな取り組みが⽇本各地で⾏われ
るようになってきた。それが「こどものまち」である。 
 
（２）こどものまちとは 
 「こどものまち」は、⽊下ほか（2010）が次のように定義している。 
すべてが⼦どもたちの遊びでつくられる模擬都市であり、ミニチュア版のまち
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のことである。そしてまちの中では、⼦どもたちが主役となって、「仕事」をし、
「給料」を得て、それを⾃由に使っていく営みを通して、まちのさまざまなしく
みを理解するだけでなく、まちをよりよく変えていく、そんなダイナミックな遊
びが展開する取り組みである。 
 このことから、まちをつかったごっこ遊びを通じて、楽しみながらまちの仕組みを
学ぶものが、こどものまちと⾔えるだろう。 
 ⽇本には⼤⼩はあるが、30 以上のこどものまちが全国各地で運営されている（⽊下
ほか，2010）。⼦どもたちの社会活動に対して「⼦どもの参画」という⾔葉が⽇本に
導⼊されて約 10 年経った（ハート，R.，2000）。⼦どもたちが社会活動に参画する際、
⼤⼈がすべてを準備して⼦どもをお飾りで参加させるのではなく、⼦どもたちが主体
性をもって⼤⼈と⼀緒に社会について考えて活動することが必要だという考えがに⽇
本に定着しようとしている。こどものまちは参画も念頭に置いた活動といえる。 
 ただ、こどものまちの企画と運営は、⼦どもたちだけのグループだけでは、とても
実現できない。こどものまちの運営に関わる⼤⼈たちは⼦どもの参画の重要性を理解
しつつも、こどものまちを通じて企画に関わる⼤⼈が実現したいまちの体験を盛り込
むことになる。このことが、全国で⾏われているこどものまちそれぞれの特⾊を⽣み
出す。 
 
（３）本稿の⽬的 
 こどものまちは、それを実現したい⼤⼈たちの意図が反映されたものであることを
念頭に置きながら、ねらいの異なるこどものまちを紹介する。それぞれの特⾊がまち
の運営にどのように反映されているのかを紹介することが本稿の⽬的である。 
 本稿で取り上げるのは、次のこどものまちである。①仙台こどものまち（仙台市）、
②とさっこタウン（⾼知市）、③なごやこども City（名古屋市）である。 
 それぞれのこどものまちには⼤⼈が⼦どもたちに体験してもらいたい内容だけでは
なく、地域性も反映されている。それらを⽐べることで、こどものまちが⼦どもたち
に提供できるコンテンツの幅広さも理解されるのではないだろうか。 
 
2. こどものまちの事例 
 
（１）仙台こどものまち：遊びと表現に特化したこどものまち 
 仙台こどものまちは仙台市⻘葉区にあるみどりの森幼稚園で⾏われる⽐較的コンパ
クトな規模のこどものまちである。定員は 150 名で事前申し込み制をとっており、ま
た参加費も徴収している。１⽇だけのこどものまちで、2010 年で９年を迎える。 
 特に⼦どもたちが遊ぶということに主眼を置いている。仕事の種類は豊富で、布な
どを材料にアクセサリーをつくったり、紙粘⼟やスポンジを使ってケーキにみえるも
のを作ったりする（図１）。このようなものづくりのブースが⾮常に多い。また、遊び
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図７ なごや☆こども City2010 の会場の様⼦ 
 
 ⼦どもの参画を中⼼に据えるため、企画段階から⼦どもたちで運営の仕組みを検討
する。参加する⼦どもの年齢をどうするのか、かなりの議論があったが、「⼦どもが⼦
どもを制限することはできない」と⼊場可能最低年齢を設定しなかった。そのため、
３歳程度の幼児も参加することになった。こどものまちは⼀般的に⼤⼈の⼊場が制限
され、親はまちに⼊ることはできない。そのため、かなりの混乱が起こったりもした
が、計画段階から⼦どもが中⼼になったことで、⼦どもの⽬線からのまちというもの
ができあがったともいえる。 
 
３. こどものまちのこれから 
 
 以上、３つのこどものまちの事例を紹介しながら、それぞれのまちが異なるコンセ
プトとねらいをもって運営されていることが⽰された。今、⽇本では「キッザニア」
が⾮常に有名になり、こどものまちもキッザニアみたいなものだととらえられること
も多い。しかしながら、キッザニアは模擬的なまちのなかに店舗があり、そこでマニ
ュアルに従った就業体験をするものである。その仕事の体験は本物ではあるものの、
仕事の仕組みを学ぶものであり、まちを学ぶものにはなっていない。こどものまちの
運営者は、まちの仕組みを学ばせたり、⾃分たちで考えてまちで活動することを⼦ど
もたちに学習してもらうという点を重要視しているともいえる。⽊下ほか（2010）で
は、キッザニアはレディメイドであり、こどものまちはオーダーメイドであると両者
の違いを説明している。作りこまれてしまい、⼦どもたちの⾃由裁量の乏しいこども
のまちは、まちである必要はない。職業のみを⼤変するだけでよいだろう。働くこと
が消費につながり、さらに働き⽅、仕事の内容まで⼦どもたちが考え出すことができ
るのがこどものまちの利点であろう。 
 近年、就業体験や職業意識を学校教育でも育成する必要があるといわれるようにな
ってきた。しかしながら、その前に⾃分が働くことが⾃分の暮らす社会にどのように
影響するのかを体感することなしに職業意識を養成することは難しい。まちを⾝近に
帯剣する機会がすくなくなった現代社会であるために、今後、社会の仕組みを学ぶ場
として重要なものとなるのではないだろうか。 
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